
波動関数の角度依存性
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直交座標と極座標

x = r sin θ cosϕ (7)

y = r sin θ sinϕ (8)

z = r cos θ (9)
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3. 0 ≤ θ ≤ πで Ypz
= cos θを極座標図として表せ（Yが正の値は青でプロットし，Yが負の値は赤でプロット

するなど波動関数の正負を色で区別せよ）。ただし，データは，次表の値を用いてよい。なお，ここで Ypz

の定数項などは無視した。

θ 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

Ypz 1.00 0.98 0.94 0.87 0.77 0.64 0.5 0.34 0.17 0.00

θ 100 110 120 130 140 150 160 170 180

Ypz −0.17 −0.34 −0.5 −0.64 −0.77 −0.87 −0.94 −0.98 −1.00

図 1: 極座標図：Ypz = cos θのプロット
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4. 0 ≤ θ ≤ πで Ydz2
= 3 cos2 θ − 1を極座標図として表せ（Yが正の値は青でプロットし，Yが負の値は赤で

プロットするなど波動関数の正負を色で区別せよ）。ただし，データは，次表の値を用いてよい。なお，こ

こで Ydz2
の定数項などは無視した。

θ 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90　

Ydz2
2.00 1.91 1.65 1.25 0.76 0.24 −0.25 −0.65 −0.91 −1.00

θ 100 110 120 130 140 150 160 170 180

Ydz2
−0.91 −0.65 −0.25 0.24 0.76 1.25 1.65 1.91 2.00

図 2: 極座標図：Ydz2
= 3 cos2 θ − 1のプロット
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図 3: 極座標図：Ypz と Ydz2
のプロット
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